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「言 い 誤 り」(SpeechErrors)の傾 向 に
関 す る 考 察(1)
伊 藤 克 敏
伊藤(1985)で大人の言い誤 りと子 どもの 習 得 途 上 言 語(developing
language)の相関性について考察したのであるが,本 稿 では大人の言い誤
りの実例 の分析を通 して言い誤 りの傾向を さ ぐり,そ の神経心理言語学的
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目本語の 「ス」音は 「シ ュ」音 よりも緊張(tense)音であ り,生 理的に
より楽な弛緩音 の 「シ ュ」 に置換えられ る傾 向がある,と いえ よう。
[∫コ→[t∫]
p.o)もち(し)




但の ちゅ(つ)ぎ のち ょうだい
㈲ うちき(つ く)し き
[S]→[ts]
⑯ つ(す)き や き
㈲ つか まつ りまつ(す)
日本語の[t∫]は[∫]よ りも,ま た[t∫]は[ts]よりも生理的に楽で}
後者 よ りも前者 の方 が より無標(unmarked)音である とい}よ う。⑪で
は最初の音の/∫/が/t∫/に置換わ り,そ れ に引かれ(attraction)て後 の句
末の/∫/も/t∫/と変化 してい った もの と思われ る。⑬は後に来 る 「ち ょ う





/s/が,同じ調音点であるが閉鎖音 である/t/に 置換え られ る現象 は 幼
児に もあ る(伊 藤1985,参照)。
[z]→[3]
⑫① じゅ(ず)し 〔逗子〕
⑳ ど うじ ょ(ぞ)
⑳ じゃ(ざ)ぶ とん
㈱ レイソシュージ ュ(ズ)
②の しんじ ょ(ぞ)う 〔心臓〕
/z/→/3/は/s/→/∫/の有声化対応音で,緊 張音 の弛緩化 であ りs生 理
的に発音 しやすい方に置換え られ る現象 といえ よ う。
以上,歯 擦音,破 擦音の誤用発音(mispronunciation)をみて来たのであ
るが,日 本語の場合,同 じ歯擦音で も緊張音の/s//z/はそれぞれ弛緩音
の/∫//5/に置換え られ る傾 向があ り,同じことが/t/が加わ った/ts〃t∫/
について もいえ るようである。 また/∫/が/t∫/に置換わ るとい うことは,
歯擦音 よ りも破擦音 の方 が発音 しやすい といえるか も知れない。幼児の発
音の発達において も/∫/よ りも/t∫/の方が早い ようである(伊 藤1985,
















の変化の頻度 が高い原因は 「単に外 的 要
素の影響に よる変化にあるだけでな く,音 自身 が内包す る調音生理的な理
由があるのか も知れない。」 と述ぺ ているように,緊 張音 よ りもよ り発 音
しやす い(労 力が要 らない)弛 緩音に変化 した,と 考えた方が事実に近い
のではないか と思われ る。
2)[Y]音挿入
(1)きゃ(け)さ 〔今朝〕の始発か ら 〔TV〕
② 排斥のきゅ(く)う き 〔空気〕 が強 まって 〔TV〕
(3)きんきゃ(か)い 〔近海〕 もの
(4)ぎゃ(カ、)わし、し、
⑤ さいき ょ(こ)う 〔最高〕
⑥ ゆ うび ょ(ぽ)う 〔有望〕 な子
(7)きに ょ(の)う 〔昨 日〕
⑧ わ りゃ(ら)っ ち ゃう
(9)女し ょう(僧)
α① それ もし ょ(そ)う でし ょう
(1)から(5)までは/k/音 から/a//u//o/音への移行過程 に/y1が挿入
され る場合 で,(6)から⑩ までは,/r//n//b//∫/音から/a/ま たは/o/
音へ の移行過程に/y/音が挿入 され る,と い う例である。一応,図 式 とし
ては子音 と母音の問に一一種 の 「わた り音」(glide)として/y/音 が挿入 さ
れ る,と い うことにな るが,注 目すぺ き ことは,最 後の母音が[i],[e]のよ
うな前母音 でな く[u],[o],[a]のような後母音であ る,と い うことであ る。
こ うい った 口蓋化の現象は子音か ら母音への移行が よりしやすいためであ
る,と い う調音生理的理 由に よるもの と考え られ る(田 総151頁)。また,
4名古屋方言で 「あ りゃ一す か」(ない よ)と か 「いかん ぎゃ」(いけない よ)
の ように 口蓋化が起 きてい るのは興味深い。三重県鈴鹿地方の老女が 「き
んに ょ」(昨 日)と い っていたのを耳にした ことがある。
3)母 音交替一一〔a]母音化
(1)テー プ レカ(コ)一 ダー
② み か(こ)み 〔見込み〕
(3)ひた(と)り
(4)大正が(ご)と 〔琴〕
⑤ が(げ)ん 酒 〔原酒〕
(6)いた(と)ぐ ち 〔糸 口〕
(7)おふ ら(ろ)〔 お風 呂〕
⑧ よな(ね)つ 〔予熱〕



































も 「基本的,原 初的」母音である,と してい る。上に見た[a]音化は同化
「習い誤り」(SpeechErrors)の傾向に関する考察(1)5
現象の場合 も少な くないが,⑨ までのよ うに独立に起 ってい る場合 もあ り,
これ までのデー タでは[a〕音化現象は他の音に比べて圧倒的に多 い。 とこ




が近いからといえ よ う し,[i][u]音
が[a]音化 し難いのは調音点の距離が






② リプ ト∠は最 こ空(う)〔 高〕だね
(3)な空 〔南〕北た血(い)わ 〔対話〕
(4)息を吸互吐互(く)は
⑤ お まま(わ)り さん





⑪ し ょう 〔賞〕を し ょう(そ う)な め
⑫ 久 しぶL(り)
㈹ .ぎんせ杢(か)い 〔銀世界〕






















同じ音を繰 り返す ことは発音の容易化に通じるのであるが,⑨ では/∫/
が/t∫/,⑩⑪では/s/が/∫/に各々同化変化している。注目すぺきは(1)





⑮ 防えん(い)〔 衛〕 力の水じゅ生 〔準〕
⑯ すむ(くう さむ くな る
¢の に(ぎ)ゆ う匹 く 〔牛 肉〕
⑬ ナル(チ ュ)ラ>L
⑲ ビジネル(ス)ホ テ生
⑫① 選ば く(つ)〔 抜〕行進 き ょ二 〔曲〕
⑳ は』(ん)た 』 〔反対〕
⑳ お っち ょ(こ)っ ち ゃった
㈱ しっか』(り)』 て る
⑳ しゅっち(し)ん 互 〔出身地〕
㈱ やユた らで2か い
㈱ しん墨(〈)う 盛 ック 〔真空 パ ック〕
⑳ まの(ど)〔 窓〕な ど
(1×2)(3)(4×5)⑮㈱αのの よ うに比較的発音 しやすい/n/や/m/音 に,ま た,
す でに上述 した ように/∫/が/t∫/に,/s/が/∫/に置換わ るとい う同化
現象から,同 化はｺ・ 的に発音 しや く,生 理的労力の より少ない音 の方 向
に起 こ りやすい とい うことがいえ よう。㈱は前後に/s/音があ り,両 方か








㈲ あや ま(ま や)か されて る
⑥ ひ とたわ(わ た)り




⑩ さば ら(ら ぽ)
⑪1年 経つ もの(の も)早 い もの
音交換が偶発的な ものか,そ れ とも何か生理的な理 由があ るのか,こ れ
だけのデータでは結論は 出し難いが,伊 藤(1985)では前か ら後に調音点
が移 るような音に逆転 しやす い,と い う仮説を提 出してい る。 この仮説に
当ては まるのは(1×4)(6)(7×8)(9)⑩αDであ る。「タマ ゴ」を 「タガモ」 と音 転
換す る例は幼児音に も見 られ る。tamagoは子 音 の 調 点 がr前 一前一後」
となるが,主aga胆9は 「前一後一前」 となる。 この よ うに子音が 「前一後
一 前」 とな った方が生理的に容易なのか ど うか,今 後更に検討を要す る問
題である。
(b)非隣接音の交換,転 位
(a)では連続して起 こる隣接音同士の交換を扱 ったのであ るが,こ こでは




② せんす こうし ゅ 〔選手 コース〕
(3)いった(さ)ん かさ(た)ん そ 〔一酸化炭素〕
(4)工事ぺんが 〔現場〕
(5)ジン グル ジャム 〔ジ ャングルジム〕
⑥ 飾 りつ豊(け)が す虻(き)な の
ギ ャレッ ト(Garrett,1980,P.184)も述べているよ うにt似 た者同士
は交換 しやすい。α)では 「か」 と 「く」は同 じ[k]音で,② は[s]と[∫]
とい う同じ歯擦音であ り,(3)では[s]と[t]は調音点が似てお りy幼 児の
場合[s]の代わ りに[tコを使用す る段階がある。(4)では 「ぺ」 と 「が」両
方 とも同 じ濁音 であ り,㈲ も同 じ理 由による。㈲ も同じ/k/音 である。
次 の三つは交換音の間に,余 り類似性のない例 であるn
(7)野には(さ)く さ(は)な
⑧ と(も)も え,も(と)も かず 〔百恵,友 和〕
⑨ き(し)ん かんせんのし(き)っ ぷ 〔新幹線の切符〕
② 転 位(shifts)
⑩ ざいぼ一(つ)か いたつ(い)〔 財閥解体〕
8αDぽ んび じゅんたん 〔準備万端〕
⑫ ライオソ 〔ア イロソ〕
⑬ ふ くらっ 〔ふ っ くら〕
αの きの り 〔乗 り気〕
⑮ いつのか間に 〔いつの間にか〕
⑯ ほ とん と(ど)け い こ(こ)は じめ
⑰ がき(か ぎ)
⑩ では句中の 「つ」が句尾に転位 し,「い」 と置換わ った とい う現 象 で
あ る。¢Pではzyunbibantanが3-2-1-4と 逆転 してしまった珍
izsa
し い 音 転 換 で あ る。 ⑫ はaironの/r/が 語 頭 に 転 位 した も の で あ る。 ⑬
はhukkura→hukurak,働まnoriki→kinoriと各 々,音 転 位 し た も の で あ
る。 ⑮ は 句 尾 の 「か 」 が 句 中 に 転 位 し,ま た ⑯ は 句 中 の 「ど」 の 濁 音 が
「け い こ」 の 「こ」 に 転 位 し た もの で あ る。 ⑯ の 濁 音 転 位 は 句 尾 の 「じ」
に 影 響 され た もの と思 わ れ る。 ⑰ も 同 じ く濁 音 の 転 位 で あ る。
③ 音 の 脱 落
(1)ど じ(り)っ ぱ な し
(2)温れ る ぼ か(り)の 愛 情
(3)大人 よ(り)か 子 供 の方 が 確 か な 目を 持 って い る
(4)ひ と(り)ぐ ら し
⑤ シ ソ デ(レ)ラ
(6>有(り)よ く 〔有 力 〕(田 総1982,P.211)
(7)いな(り)ず し 〔稲 荷 寿 司 〕(同 上)
(8)ち ょっ とか(ら)い け ど
(g}thed-g(drugs(Shattuck,1979)
⑩ む ず か(し)さ
⑳ つ っぱ(し)り た い
⑫ 決 議(し)ま し た
⑬ な ま(ぐ さ)く な い
αのIfthisistoomentalitic(mentalistic)foryou(Shattuck,1979)
⑮ コ(ゴ)一 サ イ ソ
⑯ こ うた(だ つ)〔 強 奪 〕 され た
α7)タ イ フ(プ)
「書い誤 り」(SpeechErrors)の傾 向に関する考察(1)9
(1)から(9)までは/r/音,そ して⑩か らqのまでは/s/が 各 々脱落 して い
る。/r/と/s/が脱落 しやすい とい うことは どうい うことで あ ろ うか。
幼児 の言語獲得において習得 困難 とされてい るのが/r//s/音で,言 語遅
滞児 の言語訓練 の中で特 にラ行音,サ 行音は難 しい とされてい る(笹 沼他
編1986,74頁)。つ ま りf音 声学的にい ってt!r//s/音は共に構音 上,
筋肉の緊張を,従 って労力を要す るので,ス ピー ドのある話 しことばにお
いては,構 音上労力を要す る音は脱落 しやすい と思わ れ る。伊 藤(1986)
において指摘 され てい るように,方 言で も/r/や/s/音 が脱落 しやす い
とい うことは興味深い。⑮⑯は濁音が脱落 した もの で,α勿は/P/が/h/
に変化した ものである。
2.形態音形 変化上の誤 り
(1)熱いそ う(熱 そ う)
② 面 白hそ うな役(面 白そ うな役)
(3)寒いかった(寒 か った)
(1)から③ までは,形 容詞の原型に 「そ う」 とか 「かった」 とい った助動




⑥ 帰 って き(こ)ら れない
(7)早くき(こ)な い と
⑧ き(こ)ら れへん
⑨ あ とで出て く(き)ま す
a⑪ 買 って く(き)た 方がいいの
「来」は 「ない」の前 ではrこ 」に,「ます」の前では 「き」に,と い っ
た ように変化す るのであ るが,語 形変化上,未 調整の まま発話 され易い と
いえ よう。
⑪ 止めろ(よ)う
働 まるめろ(よ)う と思 って







⑪は 〔tomer+yoo〕とい う基底形で[r]が脱落すべきところを 〔yoo〕の
[y]が脱落してしまった結果生じた誤形で,⑫ も同様である。⑬αのは終止
形 〔だ〕が終助詞 〔の〕の前では 〔な〕に変化しなければならない,と いう
規則が適用されないまま発話された ものである。 これは幼児表現にもよく
みられる誤用である。㈲は 〔知 らない〕の語尾の 〔い〕の脱落がなされな
いままの形で表出したものである。 また㈲は 「持 ってない」「買ってない」
等からの類推で形成された誤形である。⑰は現在形である 「すばらしいで
す」の 「す」を過去形に変えた形がそのまま表出した もので・ 「すばらし
























⑬ 歌宜 うま くな って……
口の 五社 を含 まれてい まして……
⑮ 芽塗 出た らつんでしま う
(1)～⑧ とは逆 に,主 格標識 「が」を付与すべ きところに 目的 格 標 識 の
「を」 を誤 って付した誤用 で・格標識付与の誤 りでは二番 目に多い もの で
ある。唯・⑫ では 「わかる」 ではな く 「理解で きる」 であれば文法的であ
るので 「…を」 まで来て・次の語彙選択を間違 った,と い う判断を下す こ








より一般的な 目的を表わす 「を」が,特 定の目的を衷わす 「に」に取っ












この ように見て来 ると,主 格 と目的格の標識の入れ かえの誤 りが最 も多
い。 その理 由 として,文 頭に両者のいずれ かが来 る場合の頻度が最 も高 く,
従 って相互入替えの確率 も高 くな ることが察知で き よ う。又,「に」 の よ
うな特殊な格助詞 よ りも 「を」 のよ うな,よ り一般的な 目的関係を表わす
格助詞が使われやす い,と い うこともいえ よう。
2)助詞の脱落
(1)日本人全体(の)問 題
② それの下(の)わ け よ
③ やめている生徒(の)問 題
(4)きれい(に)し ている




⑨ そ うい う印象(が)し ましたね
⑩ 何故手(を)た た くの
話 の最中に脱落 しやすい要素は,一 般的には コ ミaニ ケーシ ョソに とっ
て冗長度(redundancy)が高 く,前 後の関係から聞き手が補え るような も
のである場合が多い。「の」 「に」「と」 等は,前 後関係か ら聞き手が補え,
伝 達に必須 の要素 ではない ことを話し手は無意識 の うちに判断 してお り,
そ うい った 「な くても済む」(dispensable)要素が省略 され易い とい え よ
う。別の見方をすれぽ,脱 落 しやすい助詞は文法上余 り重要 でな く,コ ミ
ュニケーシ ョソに支障を来た さない よ うな ものである といえ る。特に,(3)
の 「生徒問題」は文脈に よってはそのまま使われ得 る し,(9)では 「印象」
の後が 「で した」 となれば 「が」は不必要 とな る。 また⑩ は,く だけた会







㈲ ジ ョンクラ ダクラ(← 女 クラ 男 クラ)〔女性 クラス 男性 ク ラ
ス〕
⑥ そ っさ く(← 早速)
(7)ガソリンの中に 口入れ る(← 口の中に ガソ リソ入れ る)
⑧ トイレに二階があ る(← 二階に トイレがある)
(9)コウさん男だけか(← 男は コウさんだけか)
㈹ お父 さんの昔 のみたい(← 昔のお父 さんみたい)
侵D木 のなる金(← 金のなる木)
⑫ お リンゴ見て るものだか らテレ ビむけない(← テ レビみ てるものだ
か ら リソゴむけない)
⑬ 唯一 のたたきホームラン得点 を(← 唯一のホームランで得点をたた
き出した)
αの ちがいの方針(← 方針 のちがい)
㈱ 泥に顔ぬ って(← 顔に泥ぬ って)
⑯ 一致が意見した(← 意見が一・致 した)
㈲ 六度 くらいしか まで(← … まで しか)
⑬ そ こは、だけ(← そ こだけは)
α)から(6)までは意味 の塊を成す語句で,こ うい った成句内での入替は比
較的起 こりやすい(Garrett,1980)。(3×4)は語を入替えて も有意味 な 語 句
である,と い うことが入替えの原因にな ってい るとも考 えられ る
。(7)から
⑮ までは,助 詞 とか助動詞はその ままで,主 として名詞を中心に した 「内
容語」(contentwords)が入替わ るとい う現象である。 ギ ャレ ッ ト(1980)
は助詞 とか助動詞の ような統語機能 の 枠 組 に な る,い わ ゆ る 「機能語」
(functionwords)は内容語 よ りも先に指定 されてお り,そ こへ 内 容 語 が
挿入 され る際に 「入替え」(exchange)が起 こりやすいのである,と し て
いる。 唯・⑬はやや複雑 な交換 であ り,㈲ ㈹は助動詞同士の交換 であ る。















上 の⑧ か ら⑮ ま で の 誤 りを 比 較 し て み る と共 通 部 分 が 多 い 。 す で に 述 べ
た よ うに,前 置 詞 とか 代 名 詞 とい った 機 能 語 は そ の ま ま で・ 内 容 語 が 入 替
わ って い る だ け で あ り,「統 語 機 能 枠 」(`planningframe'とギ ャ レ ッ トは
呼 ん で い る)は 固 定 され た ま ま で あ る。 交 換 され る語 の 品 詞(grammati-
calcategory)は同一 の 場 合 が 圧 倒 的 に 多 い,と 付 け 加 え て い る。
4)省 略
(1)電話(番 号)が 書 い て あ る よ()内 が省略 され てい る。
② 大 正(堂 名)物
(3)金(持 ち)に な る と… …
(4)テ レ ビ(の 番 組)見 た ん だ も ん
(5)13(日)目
⑥ 昨 日 も今 日(と 同 じ道)行 った の?
⑦ い い 空 気(の 所)へ 行 って … …
⑧ ス プー ソ(を 使 う人 は)ぼ くに 呼 ん で(言 って)下 さ い
⑨ ス タ ジ オ の(テ ー ブ ル の)上 に は … …
⑩ 友 達(の と ころ)で パ ー テ ィを や った
(1)から㈲ ま で は 塊 りと し て の 名 詞 句 の 一 部 が 脱 落 し て い る の で あ る が,
興 味 深 い の は,「 電 話 」 とか 「大 正 」 「金 」 とい った 重 要 な 部 分 は 省 略 され
な い,と い う事 実 で あ る。 話 者 は 不 注 意 とか 疲 労 等 の 心 理 的 理 由 で 名 詞 句
の 一 部 を 脱 落 させ る場 合 に,コ ミェ ニ ケ ー シ ョソ に と って 重 要 な 部 分 とそ
うで な い 部 分 とを 区別 し て い る,と い え よ う。 ⑧ で は 脱 落 と入 替 の 両 方 の
誤 りが お か され て い る。
5)副 詞 の誤用
(1)あん ま りい や だ





⑥ あんま りな くな る
(7}余り心配す ることは少ないです
⑧ あん ま り弱 くしなか った
「余 り」は否定的な意味を持 った副詞 で,「余 りよ くない」 とか 「余 り知
らなか った」の よ うに 「～ない」 とい う否定辞 と呼応す る場合が多い。(4)
とか⑧では否定辞に引 っぱ られて 「余 り」が使われたのではないか と思わ
れ る。(1×2)の「いやだ」・(3)(4)(5)の「きらい」 は意味的には否定を 表 わ し
ているので,そ れに引かれて 「余 り」 が使われた と考 え られ る。(1)②の
「いやだ」を類義語の 「好きで(は)な い」 に変えれば,全 く文法 的 な 文
になる。(7)は「少ない」 とい う否定的な意味を表わす 語 に 引 か れ て 「余




⑫ た った半年経 った(し か経 っていない)時 に……
⑬ 中味がたい して少ない し
α勢 鯉 知 らなか った
㈲ 一応頼 りにならない
α⑤ ち2≦と_もか っこわ るい
⑨⑩の 「滅多に」 は 「来ない」 とか 「～ しない」 とい った否定につなが
る副詞である。⑨ では 「…ない」 とい う否定詞に誘発 された ものであろ う。
⑩はr珍 らしい」 が 「普通でない」 とい った否定的意味を表わす ので 「滅
多に」 とい う否定的副詞が共起 したのではないか と思われ る。⑪の 「なか
なか」 も 「来ない」 とい った否定的表現 と共起す る場合 が多いための誤用
であろ う。働 の 「た った」 も 「～ しか～ない」 といった否定的な意味に使
われ る場合 が多いが,「～ しか経 っていない」 とい うぺ き と こ ろを否定形
化 していない誤 りである。⑬ では 「たいして」 とい う否定的意味を衷わす
副詞 が 「少ない」 とい う否定的な意味を持 った語に誘発 された ものであろ
う。⑬ の 「す っか り」 は普通 「よくなった」 とか 「お世話にな った」 とい
z6
った肯定形 に使われ る副詞 であ るが,「知らな か った」が 「忘れていた」
と同義であるために誤用 された もの と思われ る。⑮の 「一応」 も肯定的な
意 味に使われ る副詞であ り,誤 用 である といえ よ う。⑯ の 「ち っとも」は
「～ない」 とい う否定辞 と共起す るので,「か っこよ くない」な らぽ文法的
となる。
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